
梅田キャンパス

14：00～15：30（90分）時   間

ハイフレックス（会場・オンライン）形   式

一般・学生対   象

会場：200名（申込多数の場合、抽選）
オンライン：200名（先着順）

定   員

1,000円（資料代含む）受講料

5月6日（月・祝）申込締切

会  場

Web

［オンライン］

Zooｍによるライブ配信
［オンデマンド］

全日程終了後配信

関西大学梅田キャンパス
8階ホール
大阪府大阪市北区鶴野町1番5号

●ＪＲ「大阪」駅より徒歩約8分
●阪急「大阪梅田」駅 
　茶屋町口より徒歩約5分

令和６年能登半島地震の実態
社会安全学部　奥村 与志弘 教授

第1回 5月13日 月

13学部を擁する関西大学の講師陣が、多角的な視点から「おおさか」を読み解く、　

今年で44年目を迎えた“おおさか文化セミナー”。

本学の学びとともに、歴史ある「関西」、独特の地域性を持つ

「大阪」の豊かさに触れてみませんか？

前  期おおさか文化セミナー 
関西大学2024年度 要申込

山岡順太郎と化学工業博覧会

第2回 5月20日 月

月 ※事情により、内容に変更が生じる場合がございます。
自然災害等で休講となったときのため、予備日を設けております。5月27日予備日

出典：『大阪化学工業博覧会報告』（大阪商業会議所内大阪化学工業博覧会、1918年）

文学部　官田 光史 教授



お問合せ先 社会連携部  地域連携センター
〒564-8680  大阪府吹田市山手町3-3-35　TEL：06-6368-1032(平日9時~17時)
MAIL：chiiki-mm@ml.kandai.jp　HP：https://www.kansai-u.ac.jp/renkei/chiiki/

※手話通訳が必要な方、車椅子で受講の方はお申込み時にその旨をお知らせください。
※お申込み時にご記入いただいた個人情報は、受講者名簿の作成、各種講座のご案内の目的にのみ使用いたします。
　今後2年間各種講座のご案内をお送りいたしますので、案内がご不要の方は、お申込み時にその旨をお知らせください。

会場参加ご希望の方

定員200名 ※申込多数の場合、抽選

定員200名 ※先着順

オンライン参加ご希望の方

右記二次元コードまたは以下URLのページ最下部
の「参加お申込みフォームはこちら」より必要事項
をご入力のうえ、お申込みください。

インターネットで申込む

https://www.kansai-u.ac.jp/renkei/event/entry/entry075919.html

右記二次元コードまたは以下URLより必要事項
をご入力のうえ、お申込みください。

※チケット販売「Peatix」にて申込受付及び受講料を徴収します。
　初めてPeatixを利用される方はアカウント登録が必要です。
※受講料支払完了後、「Peatix」より「申込み詳細メール」が届き
　ましたら、申込完了となります。
※開催日の2～3日前に受講に関する詳細をメールにてご案内
　いたします。

Peatixで申込む

https://peatix.com/event/3858941

■受講に関する詳細メールにて、資料データをダウンロードいただく
　形でご提供いたします。
　資料冊子の郵送はいたしませんので、予めご了承ください。

■インターネット申込のみとなりますのでご注意ください。
■開催日の1週間前までに受講のお知らせをメールにてご案内
　いたします。

申込締切：5月6日（月・祝）
全日程ともお申込みいただいた「参加方法」でご受講ください。

※自然災害等の事情により、当日やむを得ず中止・延期となる場合がございます。
※開講状況については、関西大学地域連携センターHP内のイベント情報をご覧ください。

※インターネットの環境がない方は、以下のお問合せ先に電話にて
　お申込みください。
※連続講座となりますので、初回に受講料（資料代含む）1,000円を
　徴収します。

令和６年能登半島地震の発生から半年。これ以上の犠牲は
何としても食い止めなければなりません。建物倒壊などによる
犠牲（直接死）や厳しい避難生活による犠牲（関連死）の発
生状況を振り返り、過去の災害との比較から令和６年能登
半島地震の実態を浮き彫りにします。そして、これ以上の犠牲
を出さないために求められること、南海トラフ巨大地震など将
来の災害に向けて学ぶべきことを考えます。

令和６年能登半島地震の実態令和６年能登半島地震の実態
社会安全学部   奥村 与志弘 教授

第1回

5月13日（月）

大阪の博覧会といえば、第5回内国勧業博や万博が思い浮
かぶでしょう。それに引き換え、1918年に天王寺公園で開催
された化学工業博はほとんど忘れられています。当時、第一
次世界大戦の長期化に伴って化学工業への関心が高まって
いました。そしてその開催に深く関わったのが、大阪商業会議
所会頭で、のちの関西大学総理事・学長でもある山岡順太郎
でした。この化学工業博をとおして大阪が「大大阪」へと変貌
する時代に迫ります。

山岡順太郎と化学工業博覧会　山岡順太郎と化学工業博覧会　
文学部   官田 光史 教授

第2回

5月20日（月）




